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高齢者の「日常生活活動における関心の志向性」尺度作成の試み
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目的 高齢者が日常生活において，どのようなことにどの程度関心を持って活動を行っているか

（「日常生活活動における関心の志向性」と定義）について評価構造を検討し，尺度の構成を

試みる。

方法 「日常生活活動における関心の志向性」（以下，関心の志向性と略）に関する項目を収集す

るため，高齢者保健福祉関連従事者や高齢者を対象としたフォーカスグループインタビュー

を実施した。平成12年度社会福祉・医療事業団長寿社会福祉基金助成事業による「高齢者の

『自立意識』向上支援に関する研究」研究チームで，筆記記録から50項目を整理し，◯１回答

者の負担にならないよう意味の似通った項目は 1 つに絞る，◯２回答者によって，解釈が大き

く異なる項目は除外する，◯３ダブル・バーレルとなる項目は除外する，を方針として検討し，

18項目を選定した。これらの項目につき，「非常に重要」，「重要」，「あまり重要でない」，

「全く重要でない」の 4 件法で回答を求める設問を含む調査票を設計した。調査は20市区町

村の65歳以上の高齢者より無作為抽出した6,094人を対象に，2000年9月～11月に留置法で実

施した。各項目ごとの回答分布を観察し，次いで年齢群（65～74歳，75歳以上）・性別に主

成分分析を用いて因子構造を調べ，尺度構成を試みた。各尺度のスコアを算出し，年齢群・

性別，プロフィール別に比較した。

成績 回答者5,565人の内，18項目全てに回答した4,527人を解析対象とした。「家族と一緒に楽

しめる」，「身体を動かす」，「家族の役に立つ」，「友人と一緒に楽しめる」，「自然と親しむ」

では「非常に重要」，「重要である」とする回答比率が90％以上であった。年齢群・性別に共

通する 4 つの因子を抽出し，それぞれ ｢人間交流志向」，「自己実現志向」，「社会的認知志

向」，「安楽悠々志向｣ と命名して，16項目で関心の志向性尺度を構成した。各尺度のスコア

は年齢群・性別にかかわらず，「人間交流志向」が最も高く，「社会的認知志向」が最も低か

った。「自己実現志向」と「安楽悠々志向」スコアは高齢者によって順位が逆転した。

結論 高齢者の「関心の志向性」尺度の作成を試みた。この尺度は高齢者個々の関心の志向性を

把握することに役立つとともに，高齢者が参加しやすい生きがい活動や社会活動プログラム

づくりを考える上での参考に寄与することが期待された。
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